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休耕田のbefore&after「『岬町』田んぼアート・プロジェクト」

オリーブ畑のbefore  &  after  「ポパイのエデン・プロジェクト」
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事
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団
法
人
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一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第㉜回

▼
書
き
込
み

＆

三
密

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
友

達
か
ら
次
の
よ
う
な
書
き
込

み
が
あ
っ
た
。
本
紙
の
読
者

に
は
、
共
感
を
得
る
方
が
多

数
お
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
自
粛
中
で
も
全
く
問
題
な

く
や
れ
る
仕
事

：

①
私
の

メ
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る

太
陽
光
発
電
。
自
分
は
自
宅

に
居
て
も
、
全
国
あ
ち
こ
ち

の
設
備
で
完
全
自
動
運
転

中
、
②
株
の
売
買
。
全
て
電

話
か
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
れ

る
。
あ
ま
り
熱
心
に
や
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
も
や

っ
て
い
る
の
で
勉
強
方
々
」

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
健
全

だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低

い
と
揶
揄
さ
れ
る
が
、
原
発

や
火
力
発
電
な
ど
の
運
転
で

は
、
操
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
、
密
接
・
密
集
・
密
閉
の

三
密
が
感
染
危
機
と
な
り
避

け
る
べ
き
と
促
さ
れ
る
。
前

号
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
（
Ｓ
Ｄ
）
に
つ

い
て
述
べ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
で
、
東
京

都
で
は
、
『
コ
ロ
ナ
対
策

東

京
か
る
た
』
を
つ
く
り
、

「
い
の
ち
を
守
る

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
週
間
」
の
自
宅
で

の
過
ご
し
方
を
教
え
て
い

る
。
そ
れ
で
も
、
「
『
あ
』
愛

し
て
い
る
／
家
族
の
た
め
に

／
距
離
を
あ
け
」、「『
お
』

オ
ン
ラ
イ
ン
／
三
密
な
し
で

／
親
密
に
」、「『
ろ
』
労
働

は
／
三
密
避
け
て
／
テ
レ
ワ

ー
ク
」
な
ど
と
あ
る
【
註

１
】
。

さ
て
、
筆
者
は
自
宅
で
の

（
ａ
ｔ

ｓ
ｔ
ａ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
）、
趣
味
と
実
益

を
兼
ね
て
の
農
業
体
験
を
行

っ
た
。

▼
ア
グ
リ
の
魅
力

―
コ
メ
作
り

趣
味
は
農
業
、
い
ま
風
に

い
え
ば
、
ア
グ
リ
だ
。
農
業

と
の
体
験
は
、
こ
れ
ま
で
も

庭
先
で
行
っ
て
は
い
た
が
、

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
今
か

ら
５
年
前
、
千
葉
県
大
多
喜

町
で
廃
校
小
学
校
を
賃
借

し
、
地
域
活
性
化
活
動
を
し

て
い
た
時
で
あ
る
。

そ
の
活
動
は
、
廃
校
小
学

校
を
エ
コ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
・
セ
ン
タ
ー
と
名
づ
け
、

自
然
と
の
融
合
を
深
め
る
取

り
組
み
を
し
て
い
た
。
本
紙

で
も
紹
介
し
た
が
、
例
え
ば

２
５
㍍
の
水
泳
プ
ー
ル
で
、

水
面
上
で
の
太
陽
追
尾
ソ
ー

ラ
ー
発
電
の
実
験
を
し
た

【
註
２
】
。

そ
の
プ
ー
ル
の
背
景
は
一

段
高
い
田
畑
に
な
っ
て
お

り
、
休
耕
田
も
あ
っ
た
。
そ

の
一
枚
の
田
ん
ぼ
（
１
反

弱
）
を
借
り
、
手
植
え
で
稲

作
を
始
め
た
。
隣
地
の
田
ん

ぼ
は
、
耕
運
機
や
田
植
え
機

を
使
い
、
丁
度
５
月
の
Ｇ
Ｗ

の
こ
と
に
は
、
田
植
え
ま
で

終
え
て
し
ま
う
。

筆
者
は
、
耕
運
機
を
休
耕

田
の
所
有
者
の
好
々
爺
か
ら

借
り
、
運
転
操
作
を
教
え
て

頂
き
、
作
業
を
始
め
た
。
す

べ
て
に
初
心
者
、
ゆ
っ
く
り

と
田
均
し
も
終
え
、
田
植
え

は
、
手
植
え
で
腰
痛
に
苦
労

し
な
が
ら
も
、
早
朝
か
ら
夕

暮
れ
ま
で
一
週
間
近
く
掛
け

て
仕
上
げ
た
。

肥
料
は
、
事
業
で
関
係
の

あ
っ
た
隣
の
町
の
も
み
殻
発

酵
肥
料
で
、
無
農
薬
。
秋
に

な
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
稔
り
、

黄
金
色
。
台
風
に
も
耐
え
て

く
れ
た
。
秋
晴
れ
の
日
に
、

手
鎌
で
稲
刈
り
。
プ
ー
ル
サ

イ
ド
の
フ
ェ
ン
ス
に
掛
け
、

乾
燥
。
そ
の
後
、
廃
校
小
学

校
の
体
育
館
で
、
脱
穀
、
籾

摺
り
を
行
っ
た
。

そ
の
た
め
の
脱
穀
機
や
籾

摺
り
機
は
自
作
。
筆
者
は
、

困
っ
た
こ
と
に
機
械
工
学
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
い
う
自
負
が

あ
る
の
で
、
設
計
と
製
作
、

組
み
立
て
、
運
転
、
調
整
、

改
善
な
ど
、
所
有
し
て
い
る

機
器
、
廃
材
を
利
用
し
て
完

成
し
た
。

脱
穀
機
の
回
転
部
分
は
散

水
ホ
ー
ス
の
巻
き
リ
ー
ル
を

用
い
た
。
ギ
ア
モ
ー
タ
の
変

速
機
も
付
け
回
転
速
度
を
変

え
ら
れ
る
。
ゴ
ミ
除
去
の
送

風
機
も
付
け
た
。

最
も
秀
作
と
思
っ
て
い
る

の
は
、
籾
摺
り
機
で
あ
る
。

マ
イ
カ
ー
の
ワ
ゴ
ン
車
の
古

タ
イ
ヤ
と
一
輪
車
の
小
タ
イ

ヤ
を
使
っ
た
。
固
定
し
た
古

タ
イ
ヤ
の
内
側
に
、
小
タ
イ

ヤ
を
入
れ
回
転
軸
に
取
り
付

け
る
。
二
つ
の
タ
イ
ヤ
に
適

当
な
す
き
間
を
設
け
、
小
タ

イ
ヤ
を
イ
ン
バ
ー
タ
で
回
転

速
度
を
調
整
し
、
す
き
間
に

籾
が
自
動
で
流
れ
込
む
よ
う

に
し
た
。
こ
れ
で
籾
摺
り
が

で
き
る
。
多
少
ゴ
ム
の
摩
擦

で
黒
く
な
る
難
点
は
あ
る

が
、
街
の
レ
ン
タ
ル
精
米
機

で
精
米
し
て
、
自
作
の
米
と

な
る
。
こ
の
化
学
肥
料
無
し

の
米
は
、
ｗ
ｅ
ｂ
で
販
売
も

し
た
。

筆
者
の
コ
メ
作
り
は
２
年

度
も
行
い
。
農
業
の
喜
び
と

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
自
米
の
食
味

を
味
わ
っ
た
。
大
多
喜
町
で

の
廃
校
利
用
を
終
え
、
２
年

が
経
ち
、
今
年
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
再
び
挑
戦
し
た
。

▼
世
界
は
神
が
つ
く
っ
た
が
、

オ
ラ
ン
ダ
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が

つ
く
っ
た

農
業
の
喜
び
は
、
生
命
の

発
生
と
伸
長
、
収
穫
、
盛
衰

を
１
年
で
知
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
翌
年
に
は
改
良
、

工
夫
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
体

験
。
そ
し
て
、
土
と
水
と
の

遊
び
。
こ
れ
ら
は
、
単
純
な

オ
ラ
ン
ダ
人
が
つ
く
っ
た
」

と
の
心
境
だ
。
一
打
一
刃
の

累
積
が
運
河
を
造
る
、
水
を

流
す
、
耕
地
を
潤
す
を
い
う

体
験
だ
。
稲
作
の
た
め
の
下

地
が
で
き
た
。

▼
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

少
し
余
裕
が
で
き
た
の

で
、
ア
ー
ト
の
趣
向
を
入
れ

る
こ
と
に
し
た
。
現
場
は
い

す
み
市
岬
町
で
あ
る
。
そ
こ

で
岬
町
の
文
字
を
田
ん
ぼ
ア

ー
ト
に
す
る
。「
岬
」
と

「
町
」
の
田
ん
ぼ
に
描
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
た
。
デ
ザ

イ
ン
の
た
め
区
割
り
し
て
、

ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
進
ん
だ
。

だ
が
、
泥
土
の
ぬ
か
る
み
で

は
、
耕
す
の
が
大
変
で
あ
っ

た
。ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
小
型

の
耕
運
機
を
購
入
し
た
。
そ

れ
は
、
タ
イ
ヤ
が
な
く
回
転

す
る
鋤
（
す
き
）
の
刃
が
、

回
転
す
る
に
つ
れ
て
前
進
す

る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
耕

運
機
自
体
が
埋
も
れ
て
し
ま

う
と
い
う
難
点
が
あ
る
が
、

持
ち
上
げ
つ
つ
ア
ク
セ
ル
を

引
く
と
前
進
す
る
。
エ
ン
ジ

ン
出
力
と
回
転
鋤
刃
と
の
反

応
を
観
な
が
ら
耕
運
機
を
操

作
す
る
。
そ
の
加
減
が
要
で

こ
と
で
は
あ
る
が
、
人
任
せ

で
な
く
自
前
で
行
う
こ
と
で

自
然
と
対
話
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

い
す
み
市
に
あ
る
自
宅

は
、
田
ん
ぼ
を
埋
め
立
て
た

宅
地
に
あ
り
、
隣
地
は
ま
だ

田
ん
ぼ
で
あ
る
。
私
道
の
入

こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
を

始
め
た
。
昨
年
10
月
に
苗
を

購
入
し
、
越
冬
し
、
コ
ロ
ナ

禍
が
広
が
り
始
め
た
３
月
１

日
か
ら
着
手
し
た
。
総
計
１

４
６
本
の
オ
リ
ー
ブ
の
植
え

付
け
作
業
に
は
、
定
年
と
な

っ
た
畑
の
所
有
夫
妻
に
も
手

伝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
穴
掘

あ
る
。
そ
の
瞬

間
も
、
な
か
な

か
の
醍
醐
味
が

あ
る
。

こ
う
し
て
で

き

た
「

岬

」

「
町
」
の
デ
ザ
イ

ン
田
ん
ぼ
に
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の

稲
苗
を
植
え

た
。
な
お
、
そ

の
向
こ
う
側
の

田
ん
ぼ
に
は
、

有
機
無
農
薬
土

壌
活
力
剤
で
あ

る
「
Ｋ
Ｓ
Ｂ
浄

化
水
溶
液
機
能

水
」【
註
３
】
の

効
果
を
立
証
す

る
た
め
に
、
Ｋ

Ｓ
Ｂ
を
使
用
し

た
場
合
と
不
使

用
の
場
合
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
生

育
の
比
較
を
行

う
実
験
田
ん
ぼ

と
し
た
。
Ｋ
Ｓ

Ｂ
は
田
ん
ぼ
に

い
る
微
生
物
の

活
動
を
活
発
に

し
て
水
の
浄
化

り
、
施
肥
、
水
や

り
と
骨
の
折
れ
る

仕
事
で
あ
っ
た
。

耕
運
機
も
借
り
て

行
っ
た
。
こ
の
オ

リ

ー
ブ
畑
は
、

「
ポ
パ
イ
の
エ
デ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
名
付
け

た
。
畝
の
す
き
ま

に
は
ホ
ウ
レ
ン
草

を
蒔
い
た
。

休
耕
田
は
２
年

前
か
ら
借
り
て
、

マ
コ
モ
を
育
て
て

い
た
が
、
稲
作
を

行
う
こ
と
に
し

た
。
コ
メ
作
り
に

は
、
水
が
必
要

で
、
治
水
工
事
を

ス
コ
ッ
プ
１
丁
で

始
め
た
。
ス
コ
ッ

プ
で
10
㌢
㍍
ず
つ

泥
土
を
削
り
水
の

流
れ
る
堰
を
開
削

す
る
こ
と
は
、
こ

れ
も
骨
の
折
れ
る

仕
事
で
あ
る
。
し

か
し
、
気
が
付
く

と
、
見
事
に
出
来

て
い
る
。
大
袈
裟

に
言
う
と
、「
世
界
は
神
が

つ
く
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
は

り
口
に
は
休
耕

畑
と
休
耕
田
が

あ
り
、
そ
こ
を

借
り
て
、
ア
グ

リ
体
験
を
す
る

と
と
も
に
、生
育
が
楽
し
み
だ
。

▼
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
よ
り

Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ

新
年
度
の
こ
の
春
先
、
コ

ロ
ナ
禍
で
Ｓ
ｔ
ａ
ｙ

ｈ
ｏ

ｍ
ｅ
と
な
っ
た
が
、
Ｓ
ｔ
ａ

ｙ
ｉ
ｎ
ｇ

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
と
し

て
、
自
主
的
に
楽
し
み
を
も

っ
て
自
粛
行
動
を
と
り
た

い
。
筆
者
の
場
合
、
ア
グ
リ

の
ほ
か
、
親
戚
の
大
工
に
来

て
も
ら
い
、
自
分
も
手
伝

い
、
物
置
倉
庫
を
２
×
４
材

で
造
り
防
腐
塗
装
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
従
来
の
私

【
註
１
】
「
コ
ロ
ナ
対
策

東

京
か
る
た
」
で
遊
ぼ
う
！

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.

jp/_res/projects/default_project/_

page_/001/007/762/2020050102.

pdf

https://www.bousai.metro.tokyo.lg.

jp/_res/projects/default_project/_

た
ち
の
生
き
様
を
変
え
る
き

っ
か
け
と
な
る
。
田
舎
暮
ら

し
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と

と
も
に
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
し
て
認
知
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

page_/001/007/762/2020050103.

pdf【
註
２
】
本
紙
コ
ラ
ム
「
地

域
の

地
域
に
よ
る

地
域
の

た
め
の
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ｇ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」、
１
０
１
号

（
２
０
１
８
年
、
４
月
２
日
）

http://www.kofuza.jp/im
ages/

nen_2018_30.pdf

【
註
３
】
環
境
省
、
平
成
30

年
度
環
境
技
術
実
証
事
業
、

湖
沼
等
水
質
浄
化
技
術
分
野

「
Ｋ
Ｓ
Ｂ
浄
化
水
溶
液
機
能

水
シ
ス
テ
ム
」

http://www.env.go.jp/policy/

etv/pdf/list/h30/080-1804b.pdf


